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「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
人
間
」
が
大
切

　

戦
後
日
本
人
は
西
欧
型
個
人
主

義
に
基
づ
く
実
存
主
義
に
染
ま

り
、
戦
前
の
日
本
人
が
持
っ
て
い

た「
社
会
の
一
員
と
し
て
の
人
間
」

で
あ
る
「
在
」
の
語
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
「
在
」
は
「
神
」
の
問
題
と
直

結
し
、
西
欧
哲
学
の
基
本
は
「
絶

対
神
」
が
自
然
を
創
造
し
た
と
す

る
の
で
、
前
提
が
日
本
人
と
異
な

る
。
古
事
記
に
も
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ

ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
の
神
は
い
る
が

絶
対
神
で
は
無
い
。

　

日
本
人
の
「
在
」
は
「
豊
葦
原

瑞
穂
国
（
と
よ
あ
し
は
ら
の
み
ず

ほ
の
く
に
）」
だ
。
昭
和
40
年
代

後
半
ま
で
米
は
増
産
さ
れ
、
豊
作

を
日
本
人
全
体
が
喜
ん
だ
。
減
反

政
策
以
降
は
豊
作
を
喜
ぶ
日
本
人

が
減
り
、
豊
葦
原
瑞
穂
国
の
言
葉

も
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
収
穫
神

事
の
「
新
嘗
祭
」
が
「
勤
労
感
謝

の
日
」
と
い
う
訳
の
分
か
ら
な
い

祝
日
に
な
っ
て
、
学
校
で
も
そ
の

こ
と
を
教
え
な
い
。

　

２
０
０
０
年
以
上
か
け
営
々
と

「道の駅の利用状況」についてのアンケート 「道の駅の利用状況」についてのアンケート回答用紙

Ｑ１．普段「道の駅」をどの様な目的で利用しますか？（いくつでも）

①休憩　②情報収集　③　特産品・農産物の購入　④イベント参加　

⑤サークル等の地域交流活動への参加　⑥その他（　　）

Ｑ２．普段どれくらいの頻度で、「道の駅」を利用しますか？

①毎日　②週に数回　③月に数回　④年に数回　⑤めったに利用しない

Ｑ３．普段どれくらいの頻度で、「道の駅」の特産品・農産物直売所

を利用しますか？

①毎日　②週に数回　③月に数回　④年に数回　⑤めったに利用しない

Ｑ４．普段直売所で特産品や農産物を購入する理由をお聞かせ下さい。

（いくつでも）

①商品が安いから　②商品が新鮮だから　③商品が安心・安全だから

④商品購入で地域に貢献できるから　⑤生産者・販売者との交流が出

来るから　　　⑥たまたま訪れたから　⑦その他（　　　　　　　）

Ｑ５．今回、「道の駅」を訪れて、駅長やスタッフ、販売員と会話を

しましたか？

①話した　　　　　　　　　　　　　　②話していない

Ｑ６．今回の訪問で、「道の駅」周辺の地域にどれくらい興味を持ち

ましたか？

①大変興味を持った　②興味を持った　③まあ興味を持った　④全く

持たなかった

Ｑ７．この新聞はどこの「道の駅」で入手しましたか？

Ｑ１： 　　　②　　　　③　　　　④　　　　⑤　

⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２：①　　 　　②　　 　　③ 　　 　　 ④ 　　 　　⑤

Ｑ３：①　　 　　②　　 　　 ③ 　　 　　④ 　　 　　⑤

Ｑ４：①　　　②　　　　③　　　　④ 　　　　⑤　　　　⑥

⑦その他（                                    ）

Ｑ５：①　　　　　　②

Ｑ６：① 　　 　　　②  　　　 　　③　　 　　　④

Ｑ ７：　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅 名 ）　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

フリガナ   ：　　　　　　　　　　　　

お　名　前：　

　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

①  ②  ③  ④  ⑤
　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 27 年１月 10 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

づ
く
思
想
は
継
続
し
つ
つ
、
社
会

政
策
は
「
在
」
に
注
目
し
た
地
域

環
境
政
策
に
大
き
く
転
換
し
て
い

る
。
現
代
日
本
人
は
そ
れ
に
気

づ
い
て
い
な
い
。
現
代
日
本
社

会
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
は
タ

テ
社
会
の
政
治
で
は
解
決
で
き

な
い
。

　
「
在
」
に
対
す
る
意
識
を
新
た

に
し
、
地
域
か
ら
社
会
を
変
え
る

取
り
組
み
に
転
換
し
な
い
と
、
豊

葦
原
瑞
穂
の
国
は
い
ず
れ
消
滅
の

危
機
を
迎
え
る
。

築
き
上
げ
た
日
本
の
水
田
は
耕
作

放
棄
地
と
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
更
に

耕
作
放
棄
地
が
加
速
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
豊
葦
原
瑞
穂
国
の
国

土
が
消
滅
し
て
い
く
と
は
、
今
の

日
本
人
の
意
識
に
は
な
い
。「
存

在
」
と
い
う
日
本
人
の
原
点
か
ら

「
在
」
と
い
う
国
土
が
な
く
な
り
、

日
本
人
が
「
存
」
と
い
う
自
分
だ

け
の
生
涯
の
中
で
考
え
る
西
欧
型

個
人
主
義
に
転
換
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
。

　

逆
に
西
欧
で
は
個
人
主
義
に
基

道の駅で「つながる瞬間」創造したい

スターバックス  コーヒー  ジャパン  株式会社
店舗開発部　張本 尚子

　
「
人
々
の
心
を
豊
か
で
活
力
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
―
ひ
と
り
の
お
客

様
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
し
て
、
ひ

と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
」

　

こ
の
理
念
の
も
と
私
た
ち
は
、
お
客

さ
ま
と
の
「
つ
な
が
る
瞬
間
」
を
創
り

出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
を
利
用
い
た
だ
く
シ
ー
ン
は
一
人

ひ
と
り
違
い
ま
す
。
毎
日
の
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ー
ン
に
欠
か
せ
な
い
場
所
、
大
切
な

家
族
や
友
人
と
共
に
過
ご
す
場
所
、
あ

る
い
は
忙
し
い
日
常
の
中
で
自
分
を
取

り
戻
す
場
所
と
し
て
…
…
。
様
々
な
シ

ー
ン
を
豊
か
で
活
力
あ
る
も
の
に
し
た

い
思
い
で
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
、
従

業
員
と
の
温
か
い
関
わ
り
、
自
分
の
居

場
所
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
空

間
を
提
供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

新
店
舗
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
出
店
を
検
討
す
る
際
は
「
地
域
の

人
々
の
日
常
と
共
に
あ
る
」
店
舗
を
つ

く
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
の
店
舗
な
ら
、
地
域
の
女

性
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
利
用
し
や
す
い

道
路
へ
の
出
店
を
心
が
け
て
お
り
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
よ
く
調
査
し
た
上
で
最
適

な
客
席
配
置
、
親
し
み
や
す
く
、
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
店
舗
に
す

べ
く
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
ま
す
。

　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
舗
は
、
一

店
舗
毎
に
立
地
の
選
定
か
ら
店
舗

デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
個
性
を
大

事
に
し
た
手
づ
く
り
の
お
店
で
す
。

迎
え
る
未
来
の
お
客
さ
ま
を
思
い

浮
か
べ
、
丁
寧
に
お
店
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。新
店
舗
の
開
発
を
通
し
、

地
域
の
お
客
さ
ま
と
「
つ
な
が
る
瞬

■
お
知
ら
せ

　「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、〝
個
人
〟
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

間
」
を
創
り
出
す
こ
と
が
仕
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
で
は
、
地
域
の
人
や
旅
行

者
な
ど
様
々
な
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
集
い
、
つ
な
が
り
が
で

き
て
い
る
の
を
拝
見
し
ま
す
。
道
の

駅
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
と
人
々
が

「
つ
な
が
る
瞬
間
」
を
実
現
し
、
素

敵
な
空
間
が
創
造
で
き
た
ら
、
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

道の駅への期待

13

アリストぬまくま
西迫豪志支配人

　気候温暖で海山の幸に恵まれているた

広島県福山市沼隈町常石 1805
主要地方道鞆松永線　TEL.084-987-5000

め、すぐそばで水揚げされた新鮮な魚や、温暖な
気候利用ならではの野菜が大人気です。地元主婦
はもちろん、広島市方面からも多くの方々が新鮮
な魚を目指してお越しになります。隣りにレスト
ランとハーブガーデン、広場も併設しております。

小石原
小ノ上恵次駅長

　300 年の伝統ある小石原焼の登り窯をイ

福岡県東峰村小石原 941-3
国道 211 号　TEL.0946-74-2300

メージした建物で、窯元 44 軒の作品展示即売所も
設けています。米（宝珠山産棚田米、小石原産高原
米）、原木の生しいたけ、みそ、柚子こしょうなど
の地元特産品も好評です。村をあげての「民陶むら
祭り」を年 2 回盛大に催します。

ころ柿の里　しか
岡塚忠浩館長

　能登半島の南玄関にあり、地元の朝

石川県志賀町末吉新保向 10
国道 249 号　TEL.0767-32-4831

採り野菜を主体に海産物、民芸品等を販売してい
ます。町特産のころ柿を活かした「ころ柿ソフト
クリーム」は特に好評です。温浴施設のほか無料
で利用できる屋外の足湯、地域に伝わる太鼓と版
画を伝承し紹介する地域伝統文化館もあります。


